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論文内容要旨 
 
Prediction of fetal growth restriction by analyzing the messenger 
RNAs of angiogenic factor in the plasma of pregnant women            
(母体血漿中 Flt-1遺伝子発現量を用いた FGR発症予知の検討) 
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Flt-1発現量は第 1 三半期以降、全期に渡り FGR群で高値を示した(p＜
0.05)。10％偽陰性率水準での FGR の検出率および AUCは、妊娠初期
30％; 0.73、中期 50％; 0.77、後期 50％; 0.88であり、妊娠の後期ほど発
症予知精度は上昇した。超音波での FGR診断前にあたる妊娠初期と中期
を組み合わせた場合の検出率は 60%、AUCは 0.79であった。 
第 1三半期からすべての時期において FGRを発症する群の母体血漿中
の Flt-1 遺伝子発現量はコントロール群に比して高値を示し、FGR 発症前
の妊娠初期、中期の母体血漿中 Flt-1遺伝子発現量は FGR 発症予知マー
カーとなることが示された。胎盤形成期の血管新生関連因子が妊娠高血圧
症候群のみではなく胎児発育不全の病態形成においても重要な役割を果
たしていることが示唆された。 
